
   

私は、平成２７年春の叙勲で瑞宝小綬章を受けることになりました。 

先ずは、私を推薦していただいた校長先生に心よりお礼申し上げます。 

推薦資料の収集、整理、提出を担当された事務職員の皆様ありがとうございました。 

  

私は「教育研究功労」が認められたことは、たいへんうれしく思います。 

 

高専創立当初から３８年間、体育・スポーツ科学の講義を担当しました。 

また、専門分野であるスポーツ人類学、比較民俗学、生涯体育方法論の研究を十分にさ

せていただけたのは、高専の皆様のご理解と社会の方々のご協力があったからできました。 

  

在職中は、次のことを心掛けて講義をしました。 

学生諸君に向き合うときは、技術習得を目的とする調教師ではなく、スポーツ文化の伝

道師、布教師として、健康で心豊かに楽しむスポーツ体験ができることでした。 

 

基本は、知識と技術を習得する土台である身体の体力、運動能力を高めることでした。 

一見、健康そうに見えても、体力や運動能力の不足は、心身のバランスを崩し、思考や

習得の永続や集中ができず、センスを磨けず、自分を成長させることはできません。 

応用では、世界のスポーツ文化の体験を通じて、スポーツが社会的構造の中でどんな機

能を果たしているか、スポーツが抱える国際問題（政治、経済、文化の格差、人種差別等

によっておこる困難な場面について目を向ける姿勢）に関心を持たせるようにしました。 

各種スポーツの中で広い視野、創意工夫、迅速な判断と行動ができるようにしました。 

 病気や身体虚弱による長期見学を要する学生には、作成したカルテに従って適応する運

動メニューを提供しました。 

 講義中に、説明を聞かず、怠慢であったり、ルーズな行動、講義の妨げになる行動、他

の学生に危険を及ぼしかねない行動をする学生には、かなり厳しく指導し、社会では通用

しないことを知らめしました。しかし、暴力は使うことはありませんでした。 

 

私の理想に近い講義が充実した施設、用具で十分にできたのは、校長、事務部の積極的

なご支援とご協力のおかげだと感謝しています。 

在任中、素晴らしい同僚に恵まれました。赴任してこられた先輩教官の指導、後輩教官

との連携が講義を進める上で大事でした。 

  

伝説的な優秀な学生諸君も見てきました。彼等が社会人、家庭人として立派に生活して

いるのを見て、私の講義が、成長の一助になっていたとすればこんな嬉しいことはありま

せん。 



 特に力を入れたことがありました。生涯を通じた健康つくりの方法と種目の実践でした。 

学校生活は、人生の一通過点であり、社会生活の方が何倍も長いのです。 

道具を使わない、特定の場所を必要としない、規則、用具、相手を必要としなくても自己

責任で長続きできるスポーツの実行もその一つでした。 

私は、保健と体育・スポーツ科学の講義の中に、気功、ヨガ、導引、太極拳を取り入れ

たのも、生涯体育に役立つ方法論の実践を勧めるためでした。 

 

 在職中は、スポーツ人類学、歴史人類学の学会等創設にかかわり、学問の向上と後輩指

導に当たりました。 

 

 海外との学術交流では、中国上海体育学院、北京体育学院で在外研究し、中国の武術の

現代化と大衆化、普及と向上のための社会体育的指導法を３０年間継続研究してきました。

１９９１年、研究実績が認められ、上海体育学院客座教授第一号の称号を授与しました。 

 

国内に在っては、５５年間日本民俗学会員として「津軽海峡圏の民俗」「民間信仰と民間

療法」「民俗芸能の社会的構造と機能」を研究し著書も多数発表しました。 

日本と関連する韓国の民俗芸能・遊戯、競技、中国の少数民族の伝統的スポーツの調査

と比較研究をしてきました。 

 

 高専創設当初は、学生のスポーツ発表の場がなく、高体連、大体連に掛け合い、全道、

全国大会に繋がらない地域限定の大会に参加の道を開き、その後北海道地区高専体育協議

会、全国高専体育協議会組織に結び付けることができました。 

 

私は、高専の発展と共に歩ませていただけたことは、今も誇りであり、自慢であります。 

私には、若者と違う前途が待ち構えています。今回の綬章と高専でお世話になった実績

に恥じない生活を心掛けてまいります。 
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